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 この度私は、一般財団法人エヌエフ基金の研究開発奨励

賞をいただきました。この賞は、革新性と独創性の高い、

かつ科学や技術の進歩、発展に役立つ研究開発に対して、

一般財団法人エヌエフ基金から授与されるものです。受賞

対象となった研究は「独自開発超高速ひずみ計測装置によ

る極限強磁場中スピン格子科学の開拓」というものです。

本研究では、ファイバーブラッググレーティングという新

しいセンサ素子を応用して世界最速の超高速 100 MHz ひ

ずみ計測装置を作り、これを使って、「1000-100 テスラ

領域における磁歪計測を可能にしました [1]。実際にコバ

ルト酸化物のスピン転移、2 次元量子磁性体の磁化過程、

固体酸素の超強磁場相転移などを、磁歪計測で観測するこ

とに成功し、新たに「超強磁場中スピン格子科学」を切り

開いたと考えています [2, 3]。 

 

 さて、本賞には特色的な点がありますので、お伝えし

たいと思います。本賞の特色は表彰式で受賞者の発表会

があることです。まず全応募者の中から 10 人程度の受賞

者が選出され表彰式への参加依頼が送付されます。この表

彰式で 10 人全員が審査員と参加者の前で順番に口頭発表

させられます。発表資料は 1 週間前までに事前提出。発表

が 12 分で質疑が 8 分で、質疑は平均的に少し圧迫的でし

た(審査だから)。発表会は午前中から昼過ぎまで(自分は

トップバッター)、つづいて偉い先生の面白い発表があり、

夕方に審査員の審議、最後に 2 名の優秀賞が選出されまし

た。結果として発表・質疑がともに高レベルであった 2 名

が選出され、私は選出されませんでした。ここが運命の分

かれ目です。普通の受賞者の副賞は 10 万円。優秀賞の副

賞は 50 万円(!!!)なのです。10 万円でも十分多いですが、

私はこの 50 万円を狙って、かなり気合いを入れて発表の

準備をしていきました。当日の発表はうまくいった(と思

う)のですが、質疑で意地悪な質問にあい、つまずいてし

まいました。授賞式では敗北感に打ちひしがれ、悔しくて

泣きそうでした。一方、優秀賞の受賞者たちは(当然の結

果かな・・・)と自信の表情を浮かべているように見えま

した。く、、くやしい、、、。 

 

 懇親会で選考委員で唯一近しい人物である本所の勝本先

生に聞くと「池田さんの発表は悪くなかったよ」とフォ

ローしてくださいました。「じゃああと少しで受賞でした

か？」と聞くと、「それは全然」とのことでした。優秀賞

の研究がかなり良かったそうです。家に帰って妻に「リ

ゾート家族旅行の話は無くなったよ。」というと、妻は

「絶対に勝てないと思っていた。M1 でもトップバッター

が優勝したことはない。」と慰めてくれました。そんなん

関係あるか！と思う一方で、そのせいだったら良かった

のに・・・、とも思いました。 

 

 まあ、賞状も副賞もいただきましたし、なによりこんな

気持ちに気づかせてくれたことに感謝します。また、普段

接することの少ない、電気系、デバイス系、惑星探査、生

命系などの若手研究者のまとまった発表を聞く機会に恵ま

れ、さらに、特別講演会で拝聴した「新しい測定原理の実

証・・・渦流量計の創造」では、新規測定手法開発に共通

する難しさと戦った歴史を面白く拝聴しました。懇親会で

も若手研究者間の交流、計測標準の更新に関するスピーチ、

熱力学の新展開に関するスピーチ(by 勝本先生)など面白

い話があり、結構楽しかったです。 

 

 本賞の目的は主体的に研究を展開する若手研究者を奨励

することだそうです。物性研の若手研究者の方々が今後本

賞に応募され、優秀賞を獲得されることを切に願っていま

す。募集分野として「先端計測」、「環境・エネルギー」の

2 つがあり、私は前者で応募しました。物性研ではどちら

かに該当する人は多いと思います。「先端計測」は言わず

もがなですが、「環境・エネルギー」の方にはスピントロ

ニクス、新規メモリデバイス、エネルギー変換など、新規

機能物性、新規デバイスが広範に含まれます。昨年度は

「環境・エネルギー」のほうがレベルが高かった気がしま

す。 

 

 最後になりますが、本研究は物性研内外の共著者[1-3]

の方々との共同研究です。ここに感謝申し上げます。 
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